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別府温泉に於ける海水汚染調査報告  

書 川 恭 三  

別愉挽泉申に戯ても夙にその名を知られた捌銅品泉が次第忙衰微む釆し、塩分の激増と  

泉混の低下とにより塩魚としての低値を失いつつあることはかなり以前からの現象であ  
＼  

り、その原因が濫掘による温泉水監の低下にあると侍えられていた。而る把1946年8月匿  

行われた（ブも塵（塩素）Ⅰ分用HC（〕3畳（塁洪酸イオン）の分析測定により、そのような洞  

泉衰微の徴供と思われる塩分の増加が顕脇に隣接する別府村中部亜立地を含むかなり広範   

囲に迄現われ乗った研が筆者等により発見された。・   

別府温風の梅坪近くに於ては普通の鞄樺地下水の如く被監水中で阻泉水と梅水とが接触  

していると考えられ、温泉開発の進行が過度に及ぶと洞泉水圧C低下が起り、その締兼、  

況展7Kと絡水との接触面に於ける従殊の圧力平衡が似れて、海水が㌍に内陸え侵入する0  

故に別府に㍍ける温泉嚢繊の徴瞭好源泉水頗膵下と共にその（ノーノ（塩素）含有量の増加匿  

‡見われるのが通例である。   

この点より耽紅その徴倣の規煽＝れた地域及びその附近の払泉のCも（塩素）分析を定期  

的忙施行し、そのノ舶克を知ることが別府塩泉保塾上の指機む与えるものとして用いられ、眈  

把数回施行した締兇はその都度報ぜられたが今回は1952年7月の分析締果を報告する○  

別府摘棉の耕さより醐の臥を即明礫とする駆は旦ぎヂ（幣）  

の此む用うべきことは耽に舞表し払今回測定のCl（塩素）含有量1．nCOB（重茨駿イ  

）の比の値はすペて離示され彼の利用む肌た0  
オン）含有量1些諾旦（璽響昔と  

分析は醇水混入城及びその周遊から61佃、その他の地域から20偶の池魚につ督行射れた0   

をの結果むみると、一般的に別J馴温泉の化学成分には余り変化がないことがうかがわ  

れ、0も（塩素）竜激増地域も拡大せず山応安定している。但し、次の執興が琵日され  

る。即ち、1苫岬8月の渕賠以後に故掘を行った源泉では大巾なロム（塩素）畳の増加む  

見たものが多く、温泉番号（fo84）、（11粥）、（11侮）、（ユ306）がそれで、塩分の激増が謬  

やられた温泉はすべて之忙廃する。之．等の凋泉は前回の測定時には湧出量極めて少く調度  

も40。（〕以下であったもので其の後故掘が行われて筏、湧出凰が増加し又は盛忙ポンプ揚  
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別府温点に於け る海水汚染調査報骨   

水敏行ってかなり高塩となっている0   

一方、Cl」（塩素）畳に相当の減少を見たのは顎骨（1144）、（1153）、で之等は何れも  

泉阻極めて低く湧相思が少い。1950年の測党時にも（］153）、（11馳）で同様の現象がみら  

れた。   

故に非常に水頭の低下した恥見で趣く健かの湧出量のまま放置してある時は塩分は大巾  

に減少する。然し、それから多量の温泉水を得る目的で改掘む待ったりポンプで揚水む始   

めると高温水む得ることは山郊ても塩分の激増むみ．ることが明かである0   

叉、特典な現象として、中部塊立地内で約200米柁てた二温泉が殆んど同時匿同輝度の  

故掘む行たにも拘わらず、一方は自噴で4700の温泉水を得てCL（塩素）畳が0・2朗g／L  

しかないのに、他方は水頭低くポンプ揚水でやつと：42．6。Cの指昌泉水む得るが、8・b2g／L  

という多量のCも（塩素）む含んでいるという事実も注目に伯する。   

以上の如く、CT」（塩素）量の増減は各幌泉毎で幾らか区々たることむ頸れない0然し  

金棒としてみた時、塩一分塵に余り大きな変動は起っていず、この二年間把海フ！くの侵入が進   

んでいないと云い得る。  

節一家  1952年8月測定月t、且CO3、泉温  

池永 ′静旨  】言忘l耶㌃‾耶   g／1」   1†Cし）3景 勘旬   
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第二安 里旦生19う時の渕窟によるものと19如年の測定によるものとの此膜         CJ 
」  

粗泉 称号  195日嘩  ユ950年  り95j） ・叫rJ9こ出）   

2′］  0．28  U．6；‡  －03∈i   

3  2．8  3．0  ・・－0．2   

／も  U・弓3  U．17  U．0旨   

58  2．6  U．5各  3，06   

66  2．4  2．2   0．2   

67  ：i．1  3．3  ・－・U－2   

74  2．8  2．6  0．3   

8り  2．4  2．6  －0．笥   

82  ・3．6  3．］  0・4   

201  2．5  こi．′）  ・＿．∩．5   

205  3．8  －2．‘【  U．4   

206  1．9  2．2  ー〕．3   

2］（l  ］．9  2．8  ーーU．9   

2Jl  2．3  ご．1  0．2   
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993  0．6  1．5  －0．9   
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1i38  U．ユ  U．5  ーU．4   

ユ140  0．1モi  U．2  ーー0．U2   

1ユ49  0，J9  0．16  0．U3   
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大分顆玖珠郡飯周村温泉群調査報告  

山 下 幸 三 郎   

l、概  観   

飯田村狐泉群は九重山火山地域に厳し海抜輌1n～130他の高所にある。九霊山（凝議晦  

披17離血）の四囲には多数の温泉群があるが北方の飯刊村の温泉群噂最も九重LL腫近く且  

つ強勢で広取囲の自然噴蘭（地獄）がある。   

鰐叫図分布図の如く温風は黒岩山の西方の谷（揚坪地区）と東方の硫黄山地区及びこれ  

等の地区と椰れて北溝に誌の口温泉がある。   

穿祝された噴気孔が唯一つある外は自然構田鹿か自然噴気孔である。人工噴気孔隠大電  

16年未完摺別件式台祀が地熱発電試験の篤に穿擁したものが演坪にある深度8（）lTl口相6吋  

で現在温度120庇穿祝後20年以上畝紆過するも柿酢当強勢である。現在九州電力株式会祀  

では＼地熱発電βjl発の晩師地としてこの附近に二水の試錐む行っている。以下各地区に於け   

る温風に放て地区別に遊べる。  

盈、湯畔地置温泉に湖て   

洞泉の承も多い地区で墓鋸′ド川に漆ひ上流より小松地獄、筋幼、疹辟渉、大岳地獄、河原、  

円仁【lの汎泉がある｛）全て自然現住ち苑叉は自紆噴気で殆んどが渉犀川の右樺にある泉質は恢   

性で其のPIl（水素イオン）及び硫倣税の測定の結果攻宏の如く上流梓PB（水素イオン）   

は小さく硫俄椒は多く成っている。  

節 一 家  

筋掛よ自然濁江も放で6日あり麟出稔最700Lm泉温は600（〕内外でめる0   

日黙噴気孔は小松、大岳の両地獄の外′j、噴気が数ケ研ある。／j、松、大高匿就て隠戴の噴  

射也滞の蘭鋳承び一馬の地帯内の地温（地下†70～10001－りを調香したその結果は第2図の如  

く泉南瓶変9U。Cでこあ温度は略この地点（海域1000．1畑）に於ける沸騰点である。叉大嶺  

（4）   



・大分嚇玖珠邪飯田村粗農耕調査報骨   

地獄の南将には山水む流入加熱い酎飲用水にしている。この加熱他の面積は約100平方米  

ありこの糀田入水の畳及び温産む測竃した紆果婦2衣の如く成り流田入水畳の差は少なく  

茶肇のみによる加熱と萄えると水量差は20L／上11拉に成る。この程犀では測定の困難な馬の  

供養等も考えられるので1飢1用こ瓦斯状態と思われる。噴出量は測定から計算すると630k佃  

時紅なるが大気中への逸倣もあるからこれより多少大きいわけであるが別府に於ける人工  

噴気孔の大部分は用01唱／将以上であるのと此校して白熱強気は案外勢力の／j、さい軍がわか   

った。  

第 二  裁   

大岳の温泉河原、田巾の混はその化学成分が稀薄で流水と殆んど変らない軍から窮する  

と寂蔚の飽水が根気に・より加熱されて流出してなる如く考へられも。  

3、硫葉山地馬渡鹿に就て  

一統兼山の曽熱唱気は大分願に於ては最大の噴気でその面積は約50方平方米位あり硫黄の  

採集が行なはれている0硯屈月経約150屯位であるその採集方抹はガラ通L捧と呼ぼれ節  

3図の如く曝ほ糾Lより喋気の冷却孔遭を作り喰気温鑑が1200～14000位に降るまで延長し  

て天気申に傾聴させると開口に硫黄が流出同化する。この硫黄は純度99％以上でこのまま  

製品として販売せられる0これ等孔潰は叫つの噴気孔より多数山されその敷金部で≡十数  

口あり、その叫部に放て椚田温変を渕乾した結果172Dc～JloO（〕の聞であった。この噴気  

より直接取られた硫黄む火口硫鶉と称している。この外土砂申に昇聾した硫黄む集めて製  

飾している0過去飢）年I開忙於ける火口硫釆の産額より火山活動の消長に就て（1）筒寮博士外  

二氏の研究がある。  

温泉は外忙長生温泉と中野温泉がある。盈生は盈生山（梅按1764m）の中腹に自然湧関  

する温泉で猶硫酸酸性（p且（水素イオン）一コ1．4）である。  

温泉の外開ゆる塞の地獄と称する冷泉がある。風漁13．042（〕湧山塵1381L／1Tlで硫黄の  

（5）   



大分翻玖珠郷俄圧l和親慮群調査瀧骨   

沈澱がある。成田気象租渕研の測定によれば気温の年平均10．02c、地面洩慶年平均12，ロ7  

C地中仇11nの年平即2．ODoでこれより高く地下水の水温と考へられ而も多量把湧目ける  

璃気泡の影響を受ける都少く年中略同じ泉温む保つ馬で別に特典な現象ではない、附近忙  

はこれと類似の冷泉が数ケ研ある。  

ム・巷の一口温泉   

九任山北方9粁鳴子川の峡谷にあり泉源は叫ケ所で目釘湧出p炭酸泉である。免職ほ他  

疏七して低く43．。UCであるが湧出量は豊富である。   

以七の耶茶馴開口27年日月京大別府研究所岡本巌氏、大分願医務課員伊某格、相田松男  

河野笑人の静氏及び飯剛司役場、洞泉所有者の協力によって行なった事む附記し感謝の澄  

む来する。文献（小字にて）（1）阿辞、九重両火山活動の変化について。筒蕪宗利、室田敬  

暫、≡井高修、  科学 Vol」21、No．6、1961  
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別府市中部に於ける地温分布と  

温泉湧出の可能性について  

倶 原  潜   

ト柏  雷  
＼   

別称に放ける況展の分布を概観すると、旧苗円と亀川地区に密集し、、きのF日間地区忙席  

海岸俗叫にある二≡のもの狛除いて漁泉は殆んど存在しない。この塾実は地下櫛治に由釆  

し、冊即地区には温泉源が存在しないのか、叉ほ地下に況泉源が存在するにも拘らず他と  

頻って特忙開いとか、或ひはその他の理由で開発されていないのかもしれない。レ、づれに   
J  

しても別常温凰研究の立場からは興味ある開国である。  

・一方、道雄摘IJ符市に於て国際観先郡市としての都市計画が進展するに及び、旧市褐と亀  
写  

〆’j 川地区との中間地澤に於ける源泉湧出の可能性が電撃な「町闇となって雅た。この契l祭利用  

上の目的と、研究上の目的とのために、先づこの地域の地下に温泉源が存在するか背かを  

知る必雪がある。   

現在温泉の存在しない地区に於て、地下の温泉囁の存在の有無を推定すること喧嘩めて  

困難な事柄である。地下招奄故には随々な方法があるが、高湿水摺奄の目的に通したもの  
I ／  

・は傾めて少い。筆潜はその一方法として、地表面近くの柏巾温腰測定む実施し、をめ分布  

より地下の高温熱媚の存在に放て票干の考察む試み、以て当地区の温泉湧出の可能性を推  

冷せんとするものである。   

2一地中温度測定   

昭和27年11月30日から12月9日までの間、上述の目的む以て、地衣簡近くの地中温度む   

測窟し、その地理的分布を明かにした。  

測定む行った範囲は、義として、城川以北，六勝園～鉄輪濃絡以南，別府～免川閥遭以  

閣，別僻一笑服寺、鉄輪県遭以東の地政である。それ以外に、亀川一鉄輪～石垣間の道路  

に潤っても測定を行った。   

巽際上地中温度の測定に際しては、且て依田和四郎規準士の行はれた方法を改良踏襲し  

た0即ち旭「Pに周囲とは興る高温体があれば、それによる地中の温度分布が与へられて、  

（7）   



別晰首中部に於け掛他派分布と観点横田の可能性について   

その影響が地衣把まで及ぶ。故に地表近くの地中温度む測定すれぼ、地中の温度異常を推  

定することが出来る。然し地表及び拙家妃くの地中温兜は日射の影響が強くて1Elの綿に  

温安変化を生じる。しかるに地下1米の醸さでは気温の日変化の影響は師見し得るから、  

1米の探さの地中温度む測定すれば測定結果に地温日変化む考慮する必要ばない0 しか  

し、この嗣奄馴嗣では気粗の季節的な変化の影響は蔑っているので、これ敬測定緒苑から  

除去するために、測定駅間中、地区内のi地点で1米の匪さの地FP温度む連日午前午後2  

回観測し歴三宅⑮結果は節1図に図毒する。これを仮りに代家的な季節変イヒの影響とみれ  

1ト′ ば、これによって全測定値むほぼ和一条件のもとでの他になぇ可如く如起す畠とノとが出凝  

る。実際把は12月1日～3日の値川0，4（〕を基準忙して補正した。   

日魁「冗㌫」；ま、．■芯㌃・t－「詣巾卜オ■ま・51t左∴ら1・2・丁；・1・8壬「而  
廟湖醗㌢瑚 ○  。  0 両＝ ＋0・2 ＋q4 … ＋ト3 …  

1米の探さの地中温要む測るため、測定個所に鉄杭で汐ださ1米の孔むあけ、底部の温度  

む測定した0温壁計としては約1猟30糎のガラス管の嫁が分の1又は10分の1度目塵の軌  

慶計むパラフィンで封人した特殊温度計を使用した。こむ温度計によれば約摘分孔中に押  

入すれば示度がその場朋の温度となり、且読取嶋間門状雰傾が変化することを趣けること  

が出奔る。  

測点は頗近している程微細構造む知り得るが、それは多大の日時を資し、又今の臥的に  

はその必頚はないので、虚刹ほぼ4c米間隔にとり、特に異常の醒められる地点ではその間  

瞞をせばめて詳細に概渕し輿常をたしかめた。樅って40難問匿入る興状を逃す場合もあり  

得牒が、をれは微細変化で■、地下の大きい僻泣の温度鄭伏を見出す目的にははずれていな  

い。測点掩数は878点である。  

く 8）   



別府市中部■こ於ける地粗分布と親展湧閏の可能性について  

渕貢引見庇に前並の補正むして、気将の季節的な変化の影響む除去した結果を第1泰忙示   

す。その他珪約分布は弔2囲の如くである。第2図によれば、境川の北岸滑ひ、春木川の  

南岸楷ひ，六勝圏附近に、夫々東西に延びる櫛状の相対的高温部の存在が明らかである。  

特に境川〕ヒ樟沿ひのもの射甫も広く温度も他に比して高温である。叉、夫々の幣紙部の東  

哺の海岸近くには眈布の温泉があることも興味探い。  

3．高温熱源の存在に関する若干の考察   

第2図把見られる温度分布は相対的なものであるから、高粗部がこの他ガの楔嘩の地洞．   

把此して虞に高温であるか否かを知るため把は二、気悦との関係を考慮しなけれぼならな  

い。地中洞濾匿一一般的議論によれぼ、地表廊温度が一年を週期として欒化すると脅、地中  

温度は深さが増すと共に振幅が減少し位相の過れは大きくなる。1米の探さでは位相の過  

れは約27日であるから・11月5日を中心忙京大別府研究所で観測した10日間の気職を中崎ず  

ると15．80cとなる。振幅は約05％に城少するが、別府地力の年平均気温は約160（〕であ’る  

から、当時との地力の槙準の1米む深さの地中泉庶は約川Ocとして充分であると思はれ   

る㌔故に第2図忙見られる蔑視部はこの地方の療嘩の地洩に比して高洞であること払確か   

である。  

吹忙、地下に何らの特殊な熱源が存在Lなくても、地下の岩石の熱侍導挙が水平方向忙   

興ると督は、地衣近くでそれに相当した温慶分布が現けれる。しかし調査地滞はほぼ∵様   

な沖積厨に蓋はれているので、第2図に現けれた高洞部の下に特に熱侍導率の興った岩石   

が存在するとも温けれない。  

以上の議論から第2図に見られる高温部は地下に存在する高温熱瀕に由殊することほ確   

かであると鳳はれる。即ち、坤J旧じ搾油ひ、布木川南岸沿ひ、六勝因附近の地下に東西に   

砥びる仲秋の高温熱嫌が考へられ、しかもこの商温む保持するためには据えず熱の補給が  

あるべきで、’そのためには地膚の熱侍導だけでは不充分で、高温水の上昇による熱椰給で   

なけれぼならぬ。故に上記の地将に温泉源を考へることが出来る。境川北岸滑ひのもの   

は、境川南岸の別府地区温泉の連続とみるべきかも知れないが約5叫凍の帽で高温地帯が   

存在することは∴南部と独立した温泉憾を想定することも無理ではないと思う。  

鮨2図のA－召，C－Ⅰ），Tトー1アの二級に潤って温度分布の断面図む稚くと、第3図－  

a両，の如くであるのこれらの囲む短い柁離円での異状尉鼠を無税して見ても、やづれも  

（9）   



別府酔ぃ部に於ける地粗分布と温泉更別Ilの可能性について   

上記珊服部で明か匿Bへ一4ロC高い高悦郎が見られ、その最南部は夫々ア1，P9，Ql，Q2，  

Rl，R2，である。   

第8図の如き温度分布断面図で得られる様な曲線は、地下把存在すると恩はれる南限熱  

誠に対して、多少の理翫勺考察を可百巨にする。今非常に簡単な童デルとして、地下或る探  

さ把、ある太さの円筒型熱源が存在し、地衣囲む等温として、地下1米の深さの温度分布  

の助命曲線を怖くと、鰐3図一釣，b，C，の赤線の如奮rt†戯が得られる。但しこの斑論では、   

熱媚の探さ、限定の≡つむ－一億的に決定することはHl舛ないが、粗壁か探さのいづれかを仮  

党すれば、他の二つは理論的に求められる。故に地表面温度を1（う○（プとし、熱源の温度を、群  

状部乗用の眈有温泉の風温む考慮して、地表面温度より如Oc高温であるとすると夫々の  

部分で熟蘭の探さと大普さとを決定することが出奔る。しかしこの劫輸で計耳すると、熱  

誠年穫は境川北岸のもので9000米、春木川南岸のもので500米にも及び、熟瀬上端深度は  

いづれの場合にも10数米になる。この様に熱源が大普く和も躇いということは、双方の熱  

源が通観－してしまう事や、未だ地家忙温泉徴陵が殆んど知られていない雷電から、駐ちに   

信ずるわけ忙はゆかない。叉熱源むもつと小さく、且深くしようとすれば、熱源の温定と  

Lて傲百度の値む探らなければならなくなり、実際間越としてはとても考へられない。こ  

の牒把賀際とか削よなれていると息はれる値となる原因は、主として地表面む等温とし地   

膚熱棒導だけむ萄へた仮定忙あると思は、かる。地下に引湯導管等が埋設されているとき   

には、その上部の他案で爾後の土他の乾燥や、蟹解が払い節が知られている0故に地下に熟   

淑があると脅には、地衣蘭に既に－一様でない温度分布が存在し．その温藍分布に椚当し   

て、地表から基気中へ帽射忙よる熟の妙法が行はれていると息はれる。しかしこの僚な条   

件む考慮佐久れた華氏給はかなり厄介であって、只今の問題に適用する迄には奉っていな   

レ、0   

次に第3区卜読，b，0，の境川北岸椚の馴大部で軋短い距離内での著しい奥常商況が見ら  

れる。この温度英常を検討するため匿、C一口綿に滑って、温度渕窟に使用した孔の底部  

に塀く水の印，塩繋イオン、盈と酌03，竃炭酸イオン、畳とむ足偲分新した0その折果は  

帝2表及び第8図一岬，dcに示す。鰐8図のbとd，8を」ニヒ陀するも、Oe，塩素イオン一畳，鋸03’  

琵炭酸イオン一畳と温度との聞把簡単な関係は得られない。しかしこの幣状部の東喘醇樺  

にある悦泉の塩分沸鹿は此帝知勺小さいから、殆んど地下7kと同じ成分恕持つ桝温泉水が、こ  

（10）   



別府市中部に於ける地況分布と温泉湧牲の可能性について   

れらの高温地点に繰出していると考へることもH」乗る0但し、孔庶に瞬く水の畳を知るこ  

と惟困難であり、温泉水の溶出速度及びその途巾での冷却についても知ることは出死ない  

から、温泉7kの汝田畳やこの地点での温風源の探さ等敬計算することは不可熊であるq叉  
ヽ  

これらの高温地点では、地表への温泉水の溶出はないけれども、をの地点へ地下の高温熱  

掘が角状に接近しているとも考へることが出奔る。但しこの場合忙も角状突出部の探さや  

帽等む椎窟することは困経である0  

4、結  語．   

以上の結諭として、耶奄地区内の温泉湧り1の可能性大なる地域は、辟ユ図に示された如   

く、境川北梓澹ひ、春木川前岸滑ひ、六膠関西部の背状の地域である0   

境川北岸借ひ、春木川南岸徽払の地域では、想定温泉蘭は，解8図の封給曲線の頂上部  

む連ねたP■1－－Ql－Rl，f2－Q2－R2，なる練をその中心とする0   

想剰広見憾の湧出深安、見限忙ついては、硯衣のところ未だ軋確な推定を下す忙は卦ら  

す、今後の研究に待つ所大であると思はれる0  

終りに御指導を賜った漸野博士、山下、曽川弼理学士、並に測定に授助ぎれた石垣地区  

野中団の持氏に厚く感細ける0  

（】1）   



第1餐   



t13）   



（1・l）   



第】家  

※下把引出導管あり。  

（15）   



帯1表  

（l・6）   
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別府市漆脇地区温泉表徴経過報告  

北上下 車 三 郎  

l、蒜沓  

別J付市況脇地区遮泉群（朝見川以南の温泉群）は別府温泉の申で混も古くから知られ、   

開発せられた温泉群であるが、大正の初め頃より衷徴の徴候む示し初め、昭和8年以降は  

・急激に嚢倹し100口以上あった活動温泉口も現在では10口金りにすぎない。らの嚢徴の義  

軍原因に就ては現在直ちに判断するに十分なる資料は如いが現在に到る開発並びに衷級の  

経過概要がわかれば原因操究隼有力削旨針を与へると思ふ。   

2、濃脇地匝温泉開蟹の経過   

京大別府研究所に於て大正13年旧市内の渡泉に就て山河嗣奄を行なった当時調べた穿掘   

年次と口数の関係む図示すると野一因の如く成り顕脇地区は1900年（明治33年）頃より開  

r 霹が盛んに成り1912年（明治亜年）大分願令による取締規則が出蘇るまで続いてゐる。金  

口数の餌％は既に明治藤代に穿掘されている。浜協以外の鞄区の漁泉に放ても同様なる調  

査む行なった胎果浜協と略同様な経過をたどっているが取締規則制定後10年間は佃毎年20   

口前筏の増加む示している。   

3、過去三回の－奔調査時に瀞けるゆう出状態   

過去8回の一閃調査時に於ける拍動口数泉温、ゆう揖畳、湧出水位、穿摘深度に就て調  

べね結果次表の如く成る。  

（】8）   





第≡讃   瞑脇以外の旧市内漁泉  

T「訂 「 TT芯訂 
19鋸 l   650 l b3．074C1 1れ13り叫  tク．19‖ヽ5／hl  

】933 l   糾5 l 54一．抑 l 17．35 l ll．2d  

1抽l   625 l  62・35 l巧19・90 lll・4R  

柑12年（明治の莱斯）頃の準脇地区の括軌コ数は大正13年の調査から105日程度と推定せ  

られる。   

第一・、二、表で明らかな如く年次と共に活動口敬の減少は大きくなっている、これに対  

応して平均泉喘、総湧別量の減少並に平均湧胡フk位む低下が見られる特忙1933年（昭和8  

年）以降の減褒は朗着である。   

第≡賽の浜脇以外の地区は1！）33年・では見取、ゆう出畳共に増加、19胡年は泉湿は低下む示  

すもゆう出畳ほ硝増加む示しているが、仝熟勢力は減少である。この変化ほ漁及熟媒の褒倹  

む衷はすものかどうかに就ては現在地の賛料忙より検討中である。  

ヰ、漬脇地区温泉喝衰微原因か考察   

一般に硯泉の衰微京囚は次の2つ把大別されると思ふ。  

1、自然的な原因  

2、人工的な原因  

1の原因は例ハば温泉熱堀の放浪、温泉頓路の変化、2ほ閉塞辱で人馬で相知何とも出来  

ない原因、2は檻堀の影響、この温泉順匿関係のある他地方の開発による影響等か考へら  

れる。   

浜脇温泉の場合は上記賛料だけでは之等原因の何れであるか断鬼把殊ないが上記調査緒  

英次に述べる事項はノ京囚接究に一つの示むあたへるものと思ふ。  

1。明治末斯の招動洞泉口は100米平方にヨ十数口あり別㈲温泉では現在までの最大密  

袋変を持っていた3  

2、‡矧協地区以外は鰐三表の如く年次と共にゆう田畳は増加の触向にあるもこの小南部の  

顕協に最も近い地区では活動日数が年次と共把減少している、こ紺地区と浜脇と虹何等か  

の関連が有る陳忙一敗われる何山の手の乙原、観梅寄附近の噴嚢孔■穿堀の影響も考へられる  

が今の処明瞭庵相関瀾係は見附せないこれ等の関係は輿水研究の必翠があぉ㌃∵   

3、褒絨現象は顕勝に限られたものか或は別府私見全体のものか若し別府温泉全体的な  

もゃであるならば末端的な位置の浜脇温泉が恕ゴ嚢彼む示したと云ふ解釈もなされるので  

はなかろうか、別府悦泉（旧市内）の検討が纏まれぼ判明すると思ふ。  

（19）   



別 府 温 点 調 査 報 告  

第  一  報  

（鋸  泉  成  棲  賓）  

昭和二十八申五月十八日  

九州大学萬泉治療学研究研  

一．緒  

唱和二十七年度大分県濃泉調奄研究会の依好により大分県別府市内竹瓦渚泉男子浴場、  

竹瓦温泉女子浴場、堅潮温泉男子浴場、璧潮温泉女子浴場、楠諷泉、柳温泉、天然砂場上り臥  

醇門寺温泉、沢脇潤泉十万地獄、以上十箇所の潤泉につ督厚生省編纂班泉分析法指針渦最中  

分析法把もとづき各楓泉のイL学的調査む昭和二十八年一月より同年四月に亙り巽施した。  

2・比率分析方法   

実施した化学分析方怯を簡単把塊べるとNil，k塵化白金法，∬e，AしNH4，p，M－1比色法，  

α恥］甘g軍歴洗，α毛－ル洪，SO4重畳怯容農法，Si質量法，PHガラス電櫨PH計，  

以上の如くである。  

B・源泉の採取   

泥炭の人体忙及ぼす院肘内覿巣を考慮して泉源より直接試料を採取せず柳曹忙流れ入る  

湯桶より試料を採取して調査を行った  

4・錬泉分析成績   

別粥  

5・調査せる屯砺在せざる成分  

A 各温泉共通不共存成分   

（1）コロイド硫黄及び遊離硫黄   

（2）硫化水素   

魯）チオ硫慣  

㈱ 臭素、沃素  

胸 棚酸  

（20）   



別 府・汲 泉 調 査 部 骨  

㊥）鋼   

お マンガン不共存通風  

天燃砂湯上り湯、河門寺温風、沢I協調泉、十方地獄   

0 比慨不共有温泉   

竹瓦温泉弔子浴場、竹瓦閲見女子浴場、罷湖遇泉努チ浴場、璽榊漉泉女子浴場、楠温  

泉、柳温風、天然砂演上り嘩、悔門守温泉、浜脇温泉  

6。泉種の決定  

各諷泉の含有成分量より風儀を次の如く決定した  

合食腰電曹泉ぐ緩和性低張南濃泉）  

合食擾五官衆酸細魚（緊張性低張商況泉）   

合食腰蛮骨泉（踵和性低鰐高迅泉）  

合食盟竜骨泉（緩相性低張高温嵐）   

箪純泉（綬糾壕抵張商温泉）   

単純泉（践和性低張高温泉）   

合食腰土類泉（緊張性低撮南濃泉）   

合食腰上期泉（緊張性低張凋属）  

合食臨雷管泉（綬和性低張高通風）一   

合石膏食應鹿（嬢知性低張高温泉）  

竹瓦通風男子浴場   

竹瓦渦泉女子浴場   

璧湖潤見男子浴場   

竪測温鬼女宇宿傾   

梅 門 寺 渦 鹿   

浜 脇 温 泉   

摘  淵  泉   

柳  洩  泉   

天然砂極上り1易   

十 方 地 獄  

7－温泉含有化撃成分の年月による欒化   

迅見合有化学成分の年月による変化を知る焉に約二十年前大分嚇循生部忙よ町行われた  

分析緒兼と此頻してみる   

此佼む行う為に測賠による個人誤差の少い陰イオンを先づ取上げ次に陽イオン匿つき此  

順泡行う  

【A】陰イオンの変化（況膨潤泉、十万地獄む除く）  

（a）陰イオンの変化を見る焉にCl；SO4，，両イオンの此（SOH41cl，）忙つ奮比瞭む行う   

竹瓦温泉男子浴場   3リ．3mg／1（g（凱（i）   47．5％．   

竹瓦温泉女丁浴場   34．2   （2つ．6）   糾．2％   

憩湖諷泉男子浴場   46．2   （43．9）   が．7％  

（21）   



別 府 温 泉 調 査 す艮 常  

39．1  （さ13．9） －」2．9％  

鮒．7   （42．6）   29．りタ∠   

50．1  （47．8）   4う，9％   

21．1；  （17．4）  】9．4ク‘   

69．8   （18．4）   69．2％   

攻は変化率％＋＋増加 一減少  

欝湖温泉女子浴場   

捕  洞  泉   

柳  温  泉   

醇 門 薄 塩 泉   

天然砂湯上り揚   

括恥内は前分析値  

以上の如くS（）」‖／Cいの変化率は増加したものの最高は天然砂湯上り演のd9．2％より虎低  

海門奇遇鹿の19．‘隻％に及び減少したものは璽潮温泉女子浴場の岬ユ2．2％である、ここに取  

上げた八箇所の澗泉のみについてもSn4，ソUl，の変化率の分布は＋69・2％～－12．2％の広   

範泣にわたりこれのみむ以っても変化の激しさを知ることが出奔る更に陰イオン匿つき細  

く検討を行う   

（b）Cl，（腰索イオン）－の変化  

1掴．Umg／kg（256．8）  岬38．5％   竹瓦澗泉男子子谷場   

竹瓦漕泉女手浴場   

野湖温泉男子浴場   

慰湖溜鬼女予浴場   

摘  渦  泉   

柳  温  泉   

轟 門 専 漕 最   

大然砂湯上り揚   

括弧内は前分析低  

222．94   （255．8）   

161．17   （179．0）  

ユ69．G9   （179・P）  

摘．涌   （ほヰ．1）   

1（）8．63   （113．4）  

270√別   （35ヰ．1）  

1棚．76  ぐ31∩．1）   

吹は変化率％ －一減少  

ー14．8％   

－11．2プ∠   

一∂．3％   

鱒29．4％   

－一4．4％   

－30．0％   

－9ヰ．3％  

以上八簡桝の浅見について軋塩素イオンは稔て減少しその変化率の分布は－94．3％～－38  

．ら％にわたっている、天然掲揚＿とり揚はrO4．勘‰の著しい減少む示している軍は椎田すべ  

獣呪象である   

（C）SO伊（硫酸イオン）の変化  

竹花認泉男子浴場  73．1鋸1g／kg（百2．fり  27．6％  

竹瓦洞泉女子浴場   76．32   （ら2．9）   30．6ァ‘  

整潮淵泉輿望浴場   72，91  （78．6） －7．8％ し  

く22）   



別 t府 温 泉 禍 義 朝 骨  

郁．33   （78，6） －・18。4％   

馳．21  〔62．8）   9．2％   

鋸．飢   （54．3）   0．4％   

鋸．46   （01．7） －5．6％   

粥．58   （67．1）   40．3％   

攻は変化率％ ＋増加 一減少  

盛期温泉女子浴場  

摘  混  泉  

柳  温  泉  

醇 門 寺 池 永   

天熱砂湯上、り湯   

括弧内は帝分析値  

l 硫恢イオンの変化率は」－40．3％～－18．4プ∠にわたり増加したもの五箇所減少したもの三箇  

所である、ここに於いても天然砂湯上り揚は他に此し著るしい増加む示している   

（d）H℃03，（ヒドロ洪酸イオン）の変化  

41．蒋mg／kg（696．9） 岬43．8％  

475．8   （鍋6。9） －26．4％   

◆ 606．4   （369．1）   39，1％  

641・8． （369．1）   42．4％  

亜2．8   （379．2）   21．4％  

4ら2．7 －（411．6）   9．0％   

78．2   （460．8）   

610．1  （4軋4）  20．6プら  

吹は変化率％ ＋増加 一減少  

竹瓦洞泉男子裕▲場   

竹瓦温泉女子浴場   

雪柳温泉男子浴場   

璧潮遁泉女子浴場   

楠  温  泉   

柳  諷  泉  

蒋 門 尊‘温泉  

天然砂場上り似   

括弧内は前分析低  

ヒドロ洪慨イオンの変化率は1－42・4％～－43．8％にわたり増加したもの五箇所減少したも   

の≡箇所である、特に海門寺温泉は着るしい減少を示している  

【B】陽イオンの変化（浜脇潤泉、十方地獄は除く）陽イオンはその成分イオン数が多く  

陰イオンの如く此腫上難世ので個々の迅泉につき著るしく変化した成分のみ敬示す   

竹瓦淵泉男子浴場   k3．91mg／kg・（26．8） C孔”，17．7（80．3） nIg”56．J（6・2）  

Fe”12．0（67．1）   

梶衆竹瓦淵泉は茨酸鉄泉と云われていたが本分析に於てはが着るしく減少していろ  

竹瓦凋泉女予断場   l    k，3．91mg／kg（2ら．8） C乱”10．8（80．3）爪g－●81．9（5．2）  

Fo＝20．2（U7．1）   

竪糊凋泉男子浴場   1く・4．641－1g／1唱（22・6） N－も”197．05（119．0）  

（ヨ：‡）   



別 府 温 泉 調 査 部 骨  

盤潮温泉女子浴場   

摘  温  泉  

御  調  最  

終Fう寺温泉  

天然砂湯上り湯  

k・7．69mgノ1（g（22．5）   

k′3・52mg／kg（27．3）   

∬－2．291¶g／1瑠（1∂．0）   

仔．3．911再研は（23．ら）   

Ⅹ57．6mg／kg（24．6）  

Nが・165．66（119．0）   

0払‥112．3（76．0）   

yo‥4．0（0－6）   

Oa・・ユ1．3（80．0） Mg‥8．2（紺．4）  

瓜Tg‥即．3（7．9） ye8．92mg／短（開  

．呵   

以上の如く陽イオンに於ても著しい変動を示している。  

【c】沢脇温泉の変化   

浜脇渦泉は他の九蘭所の洞泉と興り鞄調査に於ては舶食塩見なりしも本調査匿放ては単純  

泉と著しく変化している、蒸発残奄忙ついても錮1．1mg（2237．4mg）と約り4あ減少を示   

している  

以上の如く各淵泉ともその化学成分に著しい変化を示しているがこれが何に起因するか  

は今後の重要な問題であり、叉これが焉には間断な昏溜泉調査の必蟄なる軍歌明か忙示し   

ている、この解決策としては毎年小分析程度の嗣査む実施し泉椀に変動があった場合には  

直忙より精密な申分析む行うことが必要であろう。   

終り匿本調奄忙御指導を賜った八田博士並に測定に協力1ごさった別府市源泉説の諸氏に  

厚く感謝する。  

ー（24）   



別 府 温 長 調 恋 ≡押 合  

藍潮温泉男子浴場  

鎖泉分析成績蕃  イ オ ン 衰  

霧御酒泉男子浴場  0油川  mg  血illfvnllれillfval％  

甘・  4．04  0．1186  0．731  

頭泉の名偶   

瀕泉の月斤布地   

分析年月 日   

分 析 力 法   

泉 温（気温）   

外  観   

臭  味  

反  応   

水素イオン濃度  
（P且）  

比  重   

固形物線量   

魚  種  

N几・   197．06  8．5680  62．801  日
H
日
 
 

0
 
 

3
3
 
 

月
月
 
 

1
4
 
 

年
終
 
 

日
U
 
k
U
 
 

2
2
 
日
日
 
日
H
 
 

正
小
手
 
 

昭
昭
 
 

自
貞
 
 NH●4  0．93  0．0514   

Cn●●  88．4  4．4112   

jⅥg■●  33．4  2．7442   

P¢●●  2．84’0，1017   

肌n■●  0．87  0．0317   

Al…  1．8  0．2001  

16．22（i9   

Allio11   

0．317   

27．184   

】．6．911  

0・甲7   

0．19（i   

l．233  
100．000   

l  

塩魚申分析法  

69．00C（21．06C）   

無色 澄明   

無臭 銅鉱暁   

メチルオレンヂ・アル  
カガ性色・フユノルフ  
クレイン・酸性色   

7．65（33．00（〕）   

1．0016   

1391．986mg／kg  
■  

一合食塩電闇泉  
（緩和悼低張高調風）β  

Cl，   161．17  4．6450  28．009   

、SO4〃  72．91 1．5180  9．356  

HPO4〃  1．q75  0．2240   1．380  

H（〕03， GO6．4  
1171．4～55  

9．9399  8l．266  
16．2269 1U山一）00   

ml11rtn（）1   

2．8240  

2．9737  

H2SiO賃 220。5  
（禦呵］廊＝購  

CO2  100．  
1491．9と娼  

昭和28年4月30日  

大分願別府市鶴見原  

九州大学洞泉治療学研究明   

く恥）  



別 府 況 展 開 査 聯 骨  

露潮温泉女手浴場  

儲泉分析成績嘗  －イ オ ン 表  

箆糊渦泉女子浴場  C几tiol－  mg m‖Hv払I  

K■  7．69  0．196（i  

m甘け川1％  

1．1（i5  

40．102  

0．1（i1  

2（5．208  

26．641  

4．497  

0．140  

1。186  

10（）．t）Uし）  

裸泉の名栖   

源泉の所在地   

分析年月 日   

分 析 方 洪   

泉 温（輿温）   

外  観   

臭  味  

′反  ｝応   

水嚢イオン濃密  
（pH）  

比  蒐   

固形物稔畳   

、免  税  

N几・   165．65  6．7680   

NIll▲  0．49  0．0271   

C仇‥  88．6   4．4231   

勅g・●  54．6  4・4794   

F¢●●  2．12  0．7690   

れ1l＝  0．66  0．0237  

自昭和28年1月3日  
至昭和28年4月30日   

温泉申分析捨   

60．09C ぐ21．06c）   

無色 澄明   

細島 房窃鉱暁  

メチルオレンヂ・アル  
カリ性色・フユノルフ  Al●‥  
クレイン・酸性色  

7・40（32・0∂c）  Ani。l－  

1・0015  01，  

13軋934mg／kg  so‘1”  

1．8  0．2001  

16．8770  

169．69  4．7863   

66．33 1．3とilO  

O．914 0．1904  

28．364  

8．183   

1．128   

62，3三泊  

100．000  

HP（）．1〃  合食塩囁管見  
（綬和性低張高浦風）  

HOnR， 641、8 10．6203  
1190．234 16．8770  

millうInOI   

H2Si（）3 200．7   2．5707  
1390．93」・  

77．4  1．7592  

ユ46～5．3こi4  
し！（1空  

昭和28年4月30日  

大分腰別府市鶴見廠  

九州大学温泉治療学研究研   

（26）  



別 府 温 泉 調 査 弊 替  

楠  温  爵  

イ オ ン 表   

C,ztion mg mi1日va］ millivfLl％   

Ⅱ・  3．62  0．090  0．747   

Ⅳ払。   82．60  3．ら91（）   29．810   

Ⅳ仇。   0．83  0．0462  0．384   

伽‥   112．3  6．UO18  46．鋸3   

班g・・   29．9  2．4697 ・20．419  

Fo＝  3．4  0．1217  1．010   

乱れ1・・  0．8  0．0291， 0．242   

Al…  0．96  0．1067  0．886  
12．0462  100．000  

鉱泉分析成績書  

踊  泥  炭  源泉の名称   

獣毛泉の所在地   

分析年月 日   

分・新 方 法   

泉 温（気温）   

外  観．   

臭  味  

反  応   

水素イオン濃度  
（．1－‖二）  

比  重   

固形物総量   

魚  種  

首唱和離年1月3日  
劉醐嘩年4月30EI  

l 温泉申分析法   

舶，00（〕（19．OJC）   

無色 澄明   

無臭 無味   

メチルオレンジ・アル  

カリ性色●フエノルフ  

クレイン・酸性色  

6．86（32．06c）  

1．OC闇   

1077．214Ⅰ¶g／kg   

合食塩土朝風  
（緊張性低眼病温泉）  

Ani（）11   

Cl，  9与．86   

SO4〃  軸．21   

甘PO4り 1．044   

‡T（プ03） 482．8  

872．214  

2．7030  22．43S   

l．2120   10．061  

0．2176  1．806  

7．9137   （娼．696  

12．04（j2  1UO．（）00   

millilmO1   

2．626  汀9日iO3 三ZO5．0  

（m8ね）1077．2拍  

211．3 ■  4．802  

1288．514  
CO2  

昭和28年4月30日  

大分職別府苗鶴見原  

九州大学温泉治癖学研究明   

（27）  



別 府 温 泉 嗣 森 報 骨  

天然砂場上り湯  

銀泉分析成績昔  イ オ ン 未  

天然砂湯上り湯  C血h】1   mg  mulival millival％  漁泉の名称   

波及の所在地   

分析年月 日   

分 析 方 法   

泉 諷（気凋）   

外  観   

臭  味  

反  応  

水素イオン濃度  
（二tllり   

此  箋   

固形物線量  

K・  6．76  0。14730   0ノ88  

Ⅳ鈍・ 226．27  9．描90   軸．63  臼昭和離年ユ月8日  
重昭和28年4月30日   

温泉申分析蹄   

61．00C芦（21．00Cり   

如色 澄明   

鍋島 房易塩味   

メチルオレンヂ アル  
カリ性色 フユノルフ  
クレイン酸性色  

0．1S   

20．14   

18．25   

0．83   

1．19  

NH■4  0．64  0．0299   

0a‥  67．8  3．3847   

Mg・●  37．3  3。0674   

甘e・●  芦・92  0．1404   

Al…  1，8  0．2001  

1（う．80とi8  100．冊  

AJli（）ll  

7．20（30．0．0（〕）  Cl，  169．75  4．5063   26。80  

1．990  11。84   

0．2365  1，40   

1（1．07∂0   ぢ9．9（i  

16．汚088  100．00   

ITlj】1im（）1   

2．餌26  

SO4り  95．58   

罰ア04り 1・13  

Ⅰ叩（）5， 6川．1  

汚而i 

1．0015   

1393．帆ng／女g  

泉   縄q姦悪富蒜買苧（緩和樵  

昔望SiO3183．7  
（meta）衝て箔  

60．4  l．372   
］464．05  

昭和28年4月即旧   

大分鵜開IJ府苗鶴見原  

九州大学温泉治療畢研究所   

0∩盟  

（宏8）  



別 府 況 展 開 速 報 倖  

海門寺温泉  

イ オ】lン 表   

C雨ioll  mg（  millival milli伽l％  

朗泉分析成績苦  

粒門寺潤泉  源泉の名称  

波風の．所在牒   

分析年月 日   

分 析 方 法  

泉 渦（気温）   

外  観   

臭  味  

反  応  

水素イオン濃度  
（J－トり   

比  重   

固形物袷盈   

ご・三：．  ；－÷   

K－  3．91  0．10   

Ⅳ札●  205．膏1  8．9380   

N甜●  0．5  0．0279   

（九●・  1．3  0．6659   

mg・・  8．2  0．6731   

FO・・   】．96  0．0702   

Al…  0．8  0．08と～9  

10．3（54（）  

っ 0，97／   

85．26  

0．27  

6．4（i  

6．49  

0．70  

0．86  

1（〕0．00  

即昭和28年1月3日  
至I綱目2軽率4月30日  

l  

温泉申分析決   

58．02C（22．00U）   

無色 掩明   

無臭 鋼鏑味   

メチルオレンヂ アル  

カリ性色 フユノルフ  
クレイン酸性色   

6．66し30．00（〕）   

1．0003   

846．6mg／kg   

阻純温泉（綬和性低限  
高調泉）  

A】1ioll   

Cl，   270．61 7．6284   73．6d   

目04〃  軸．娼 1．2170   11．74   

FpO4〃 1．14  0．2376  2．29   

君C（）3〃 7と～．2   1．2811   12．37  

朗0．60 10．3640  100。00  

mmim叫   

打2酎OB 205．0  8．30d3  

8亜．50   

002  521．2   11．8461  

13（i6．70  

昭和28年4月30日  

大分願別府覇嘲見原  

九州大学温泉治療学研究明  

（望9）   



別 府 泡 盛 調 査 報 皆  

柳  温  泉  

イ オ   

Cnt如－  mg   

K・  2，29   

Ⅳ免●  67．62   

N甘4－  0．64   

C打・  81．貼   

Ⅳg・・   朗．63   

甘0‥  4．℃   

Mll‥  1．49   

Al・・・  1．0  

’ン 表   

m；川val milliv几1％   

0．0軸6  0，492   

2．940  24．717   

0．0362  0．296  

4．069と； 34．216  

4．4926  37．769  

0．1432  1．2（）4  

0．0642   0．466  

0．1012   0．861  

11．8947 1UO．UOU  

銀泉分析成績書  

堀、泉の名榊   

源泉の所在地   

分析年月 日   

分 析 方 法   

温 泉（気泡）   

外  観   

臭  嘘  

反  応  

水素イオン濃度  
（二1）tl）   

比  竃   

固形物線量   

泉  厩  

柳  温  泉  

自昭和28年1月3日  
至昭和28年4月30日   

潤最中分析法   

40．04（〕（20．00（））   

無色 澄明   

土臭 頗鰯昧   

メチルオレンヂ アル  
カユり塗色 フユノルフ  
クレイン酸性色   

6．36（19．06C）   

1．009   

1059．692mgノkg   

偲食塩土契貞泉（緊張性  

低張温泉）  

Alli（川  

Cl，   －108．63  3．0634  26．764   

SO．1〃  64．61 1．1360  9．542   

ⅡfO－1〃 1．322  0．2764  2．316   

Ⅱ00詩， 4ら2．7  7．4209  62．388・  

白雪釘爾 摘7 醐  
●  

m川imoユ  

甘2射OB 229．3  
（】net凡〕五万首薄弱  

2．93（j8  

128ノ．6  2。922  

11とi8．292  

昭和28年4月30El   

大分蝶別府市鶴見原  

九州大学泥炭治療学研究研   

CO望  

（30）  



別 府 温 泉 調 率 報 骨  

潰 脇 温 泉  

イ 寸   

CまItjon  mg   

W■  0．33   

Ⅳ射  24．34   

Ⅳ甘．1●   0．12   

0乱、’  30．9   

Mgい  21，9   

ye■’  0。24   

Al…  0。6   

AIlio】1   

01，  39．06   

SO4J， 75．84   

汀PO4〃  0。馳   

一寸CO3，10l。9  

29ら．90  

頗泉分析成績番  ン 表   

mⅢivnl milljv礼l％  

0．0084  0∴9   

1．0馳0  23．摘  

0．OP64  0，14   

1．苺399  3」二。29   

1，8030  40．柑  

0．0086  0．19  

0．0667  1．48  

4．4別0  1（川．00  
1   

1．1012  24．う2   

1．679  36．16  

0．1406  3．131   

1．6702  37．19   

4．4リ10  】t）し）．0こ）   

mi川mo1  

3．1393  

源泉の 名称   

源泉の所在地   

分析年月 日   

分 析 方 放   

免 温（気遁）   

外  観   

臭  味  

反  応  

水素イオン濃密  
（P月二）  

浜 脇 渦 泉  

日昭和28年1月8日．  
重昭抑2日年4月30日  

l 温泉坤分析法   

姻．U占C（21．0日C）   

無色 澄明   

無臭 無味   

メチルオレンヂ アル  

カリ性色 フユノルフ  
クレイレ酸性色   

6．80（鋸．00（〕）  

比  重 ●1．0002   

固形物総量  糾l・1mg／kg  

革純潤泉（緩和性低開  
高温泉）  

泉  温  

打2SiO3 245．2  

641．10  

CO2   117．9  2．6798  
669．0  

昭和28年4月30日  

大分願別府市鶴見原  

九州大学凋泉治療学研究析  

（3J）   



別 府 濫 泉 調一査 号詞 骨  

十 万 地 獄  

イ オ   

C孔tio11   mg   

‡1・  0．29   

K・   川0．09   

Ⅳa●  11500．87   

N打4・   0．12   

C札‥  21．8   

n†g＝  59．o   

Fe・  3．3   

Fe…  0．1   

Al＝●  4．O   

Allion   

Cl，  2619．9   

TISO4） 26．07   

日o4〃  289．4（i   

一打2PO〃，1．76   

汀望ASo血，0．76  

ン・衷   

mi川vallTlⅢiv吼1％   

0．2～婚2  0．3日O   

4．0鍼8  6．1（）4   

89．6121  8（j．776   

0．0064  0．008   

1．0083  1．267   

4．8（〕33  （；．06三；   

0．11とi2  0．147   

0．0054  0．007   

0．222年   0．27日  
摘  100．000  

73．8812  92．09とi   

O．2892  0．361  

6．0266  7．613  

D．0179 ・0．022  

0．00β3  0．00（i  

銀泉分析成績番  

十方地獄  源泉の名称   

蔑泉の所境地   

分析年月 日   

分 析 方 扶   

泉 泡（気温）   

外  観   

奥  嘘  

反  応  

水素イオン濃度  
（Lリl）   

比  重   

固形物稔盈   

泉  棲   

白昭和28年一月3日  
重昭和28寧4月30日   

温泉申分析訟   

1000（〕（19．00（〕）   

無色 澄明   

無臭 親戚昧   

メチルオレンヂ中性色  
フユノルフクレイン酸  
性色   

3■76（2q．00（〕）   

ユ．002   

那73、8mg／1唱   

．倉石膏食喘泉（腰和性  
低張蔑視鹿）  

47柚．占U 80．22U2  100．000  

ⅣLiりilTlOl  

訂2日iO3＿墾生む10・04ら3  
（－neもa）5573，80  

昭和28年4月30日  

大分嚇別府滴鶴見原  

九州大学諷鹿治療学研究明  

（3匂）   



別 府 温 泉 調 査 報 骨  

竹瓦温泉女子浴場  

イ オ、ン 表  銀泉分析成績書  

瀬見の名称   

源泉の桝布地   

分析年月 日   

分 析 方 決   

泉 温（気温）   

外  観   

臭  味  

反     応  

水素イオン洩変  
（l）11）   

比  重   

固形物線量   

泉  縄 β  

竹瓦泥炭女子浴場  Catjoll mg   

好・  3．91   

N几・．203．恥   

Ⅳ仇●  0．47   

C乱‥  10．8   

山一g、■  81．9   

ダe‥  20．2   

Mlヽ‥  0．03   

Al…  4．O   

Anion  

Cl，  222．94   

βOd〃   76．32   

HPO4ゎー 0．994   

‡‡000J 47∂．∂  

1U97．944  

milliva】 mj‖了Va】％  

0．10  0．674  

8．8ろ20  50。846  

0．P261  0．150  

q．637と～  3．089  

8．7319  38．6ti7  

0．ア上β3  4．ユヱ4  

0．0010  0．00（i  

O．4449  2．666  

1′7．410  1UO．UUO  

6．28（妙  36．ⅠIO   

l．鞘90「 9．127  

0．2071   1．190  

9．32アD  63．673  

17．410  10し）．000   

mlillタmo1  

3．2092  

自昭和2郎巨1月8日  
至昭和28年4月30日  

l 温泉申分析法   

58．0＝〕（20・05C）   

無色 澄明   

釦奥 房男鉱味   

メチルオレンヂ アル  
カリ性色 フユノルフ  
クレイン酸性色   

7．20（34．00C〕   

1．0014   

13は．根4mg／lこg  

合食塩専管敦慨鉄泉  
（輿張性抵張高邁泉）  

Ⅵ’望SjO吊 2占0．6  

‡罰す：崩   

CO2  177．3  

162ら．844  

4．03  

昭和28年4月30日   

大分聯別府市鶴見原  

九州大学温泉治療学研究明・   

（閑）  



別 府 温 為 調 査 報 償  

竹瓦温泉男子浴場  

鉱泉分析成績寮  イ オ ン 表  

竹瓦渦泉男子浴場  C如ioll  mg mi什valmillival％  

Ⅹ・  3．91   0．10  0．728  

触泉の名称   

汰泉の所在地   

分析年月 日   

分 析 方 法   

泉 温（舞温）   

外  観   

臭  味  

反  応   

水素イオン磯庶  
（1J臨）  

比．  竃  

固・形物綺豊   

泉  粒  

が几・   168．D  7．3050  53．175   

N打4．・   0．41   0。0226  0．166   

C往‥  17．7  0．㈹37  しi．432   

筑ノ短‥  66．9  4．お962 33．胡6   

ye‥  12．0  0。4297  3．127   

Mlュ‥  0，09  0．0030  0．002   

Aい・・  3。8  0．4004  2．9二惜  

1づ．7406 1（）0．UUU   

Anうon  

自昭和28年1月3日  
重昭和28年4月30日   

温泉申分析携   

69．05（〕（19．00）   

無色 澄明   

無奥 羽鉱暁   

メチルオレンヂ●アル  
カリ陣邑・フユノルフ  
クレイン・酸性色  

7．30（32．00（〕）  

1．0012  
β．2057  37．∂93  

1．ろ930 11．0と主6  

0．20t）0  1．522  

1う．8029  49．4錮   

13．7・軋）6 100。000   

111＝＝Il】l11  

2、9787  

CIJ  184．6  

11伽・2G3mg仲g  
sol”  73．15  

合食塩電曹泉  
（路和穐低張高温泉）  

HI）04〃   1．003   

且CO．1， 4用．0  
細片：宮田  

H右別OB  232．9  

（metめ 再編藷東  

Cd2  3．4伽～8  149．9  
131とi．163  

昭和28年4月30日   

大分聯別府市鶴見原  

九州大学淵泉治療学研究斬   

（34）  
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